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業界初！楽天証券、「iSPEED® FX」の「リピート注文」に成行注文を追加 
- 設定時に資金拘束不要！自動売買でも、より効率的に資金活用が可能に - 

 

 楽天証券株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：楠  雄治、以下「楽天証券」）は、 

2026 年 9 月 12 日（土）（予定）より、スマートフォン向け FX トレーディングアプリ「iSPEED® FX」

の自動売買機能「リピート注文」機能に、業界で初めて※「成行注文」を追加することをお知らせします。

これにより、お客様は、設定時に証拠金拘束がされず、資金をより効率的に活用できるようになります。 

 

 

 楽天証券が提供する「iSPEED® FX」の自動売買機能「リピート注文」機能は、あらかじめ設定した条

件にもとづいて、新規注文と決済注文を自動でくり返す自動売買発注機能です。一度設定すると、相場の

値動きに応じて自動的に発注がされるため、機会を逃さず効率的に取引できるようになります。2026年

9月 12日（土）（予定）より、「指値注文」に加え、「成行注文」の設定も可能になります。本機能におけ

る「成行注文」で設定された各注文は、相場変動にあわせて最速の約定を実現するため、リアルタイムレ

ートに直結する「ストリーミング注文」にて発注されます。これにより、自動売買においても、その瞬間

の価格を逃さない機動的な取引を実現するだけでなく、設定時に新規注文が発注されず、証拠金が拘束さ

れず、資金をより効率的に活用できるようになります。 

 

 また、「成行注文」では、相場変動の影響を即座に受ける特性を考慮し、想定外の値動きがあった際に

自動で注文を停止する機能「リスクフィルタ」を、最大 7つ設定可能です。これにより、相場急変時でも

リスクを柔軟かつ細やかにコントロールできるため、資金拘束を最小限に抑えながら、より戦略的な取引

が可能となります。なお、FX取引の「リピート注文」機能で「成行注文」が選択できるのは、業界で初

めて※です。 

 

 2025年末に 100万口座を突破した「楽天 FX」は、2026年 3月に通貨ペアを拡充、2026年 7月に「リ



ピート注文」の提供を開始するなど、日々、サービスの向上に努めています。特に、原則 24時間取引可

能な FX取引において、多くのお客様にご利用いただいている「iSPEED® FX」には、多彩なチャート機

能や充実したテクニカル指標、「トレーディングチャート」を搭載するなど、よりスピーディで機動的な

取引環境を提供しています。 

  

楽天証券は今後も、「資産づくりの伴走者」として、お客様の Financial Well-Beingを最大化するべく、

幅広いニーズや視点に即した質の高いサービスやツールを提供し続けることで、お客様の投資活動・資産

づくりに貢献してまいります。 

 

 

■主要ネット証券、FX取引 「リピート注文」比較表 

 楽天証券 SBI 証券 
GMO 

クリック証券 
松井証券 

マネックス 

証券 

三菱 UFJ e

スマート証券 

提供 ○ ✕ ✕ ○ ✕ ○ 

 └指値 ○ ‐ ‐ ○ ‐ ○ 

 └成行 ○ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

対象通貨 

ペア 
38 ‐ ‐ 32 ‐ 30 

リスク管理

機能 
○ ‐ ‐ ○ ‐ ✕ 

 

 

■「iSPEED® FX」の「リピート注文」のおもな特徴 

あらかじめ設定した条件に基づき、新規注文と決済注文を自動でくり返す注文方法です。設定後は、相場

の値動きに応じて自動的に注文されます。 

 

 

 

  



■「iSPEED🄬 FX」の「リピート注文」 注文方法別おもな特徴 

 指値注文 成行注文 

新規注文 
新規注文値幅ごとに指値注文・逆指値

注文を発注 

新規注文値幅ごとに価格幅を保持した

上で、その価格幅内にレートが提示さ

れたとき、成行（ストリーミング）注文

を発注 

決済注文 

新規注文の約定価格から利益幅または

損失幅ごとに指値注文・逆指値注文を

発注 

新規注文の約定価格から利益幅または

損失幅ごとにレートを保持した上で、

そのレート以上または以下に提示レー

トが到達したとき、成行（ストリーミ

ング）注文を発注 

「リスクフィルタ」 2つ 7つ 

証拠金拘束 設定時に新規注文分が拘束される 設定時に新規注文分が拘束されない 

注）「成行注文」の場合、価格幅内にレートが提示されず、レートが価格幅を超えた場合は、注文発注さ

れません。「リスクフィルタ」を含めた「リピート注文」の詳細は、楽天証券ウェブサイトをご覧く

ださい。https://r10.to/hPkSbr 

 

 

※：主要ネット証券（口座数上位 6社：SBI証券、GMOクリック証券、松井証券、マネックス証券、三

菱 UFJ eスマート証券、楽天証券（五十音順））で比較（2026年 8月 28日、楽天証券調べ） 

 

 

以 上 

 

 

【手数料等およびリスクの説明について】 

楽天証券の取扱商品等にご投資いただく際には、各商品等に所定の手数料や諸経費等をご負担いただく

場合があります。また、各商品等には価格の変動等による損失を生じるおそれがあります。各商品等への

ご投資にかかる手数料等およびリスクについては、楽天証券ウェブサイトの「投資にかかる手数料等およ

びリスク」ページに記載されている内容や契約締結前交付書面等をよくお読みになり、内容について十分

にご理解ください。 
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